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カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ
の
生
息
地

栂
池
に
向
か
う
途
中
、
木
崎
・
仁

科
神
社
を
拝
観
し
、
中
綱
湖
か
ら
流

れ
出
て
木
崎
湖
に
そ

そ
ぐ
清
流
に
生
息
す

る
「
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ

イ
」を
観
察
し
た
。カ

ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ
は
水

温
の
低
い
清
流
に
す

み
、
砂
利
底
に
殻
を
斜
め
に
立
て
て
群

生
す
る
の
で
「
タ
チ
ガ
イ
」
の
名
も
あ

る
氷
河
期
の
遺
存
動
物
で
あ
る
。

　
　

栂
池
は
つ
が
の
木
の
湿
原

栂
池
高
原
に
多
い
「
オ
オ
シ
ラ
ビ

ソ
」
の
木
は
、
小
谷
で
は
古
来
「
つ
が

の
木
」
と
呼
び
、
周
辺
一
帯
に
広
が
る

湿
原
を
「
池
」
と
し
て
「
栂
池
」
の
地

名
の
語
源
に
な
っ
た
。
栂
池
自
然
園
は

平
成
6
年
、
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
の
自

然
環
境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
全
面
乗

り
入
れ
禁
止
と
な
り
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー

の
運
行
が
開
始
さ
れ
た
。

三
郷
公
民
館
は
7
月
19
日
、
ふ
る
さ
と
講
座
「
栂
池
自
然
園
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
講
座
」
を

開
催
し
た
。
地
質
学
（
木
船
清
先
生
）
と
植
物
学
（
清
沢
由
之
先
生
）
の
講
師
を
招
き
、

27
人
が
参
加
し
て
白
馬
山
麓
に
広
が
る
高
層
湿
原
を
歩
い
て
学
ん
だ
。

7
月
6
日
の
明
科
公
民
館
講
座
は
、

大
澤
慶
哲
さ
ん
（
市
教
育
委
員
会
文
化

課
）
を
講
師
に
「
明
科
と
大
逆
事
件
」

と
題
し
て
、
講
演
を
行
っ
た
。
63
人
の

市
民
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

大
逆
事
件
は
、
な
ぜ
明
科
か
ら
始

ま
っ
た
の
か
。
こ
の
事
件
の
概
略
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

明
治
42
年
に
明
科
製
材
所
が
設
置

さ
れ
、
そ
こ
に
甲
府
出
身
の
宮
下
太
吉

が
、
愛
知
県
亀
崎
鉄
工
所
か
ら
腕
の
良

い
職
工
と
し
て
や
っ
て
来
た
。宮
下
は
、

社
会
の
仕
組
み
に
差
別
の
あ
る
こ
と
に

疑
問
を
抱
い
て
い
た
一
人
で
『
平
民
新

聞
』
を
読
み
、
社
会
主
義
の
影
響
を
受

け
て
い
た
。
東
京
の
幸
徳
秋
水
や
管
野

ス
ガ
、
屋
代
出
身
の
新
村
忠
雄
な
ど
と

交
流
が
あ
り
、
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い

た
。富

国
強
兵
の
中
で
、
不
況
と
貧
乏

に
よ
る
差
別
の
あ
る
社
会
的
な
現
象
は

天
皇
制
に
あ
る
、
と
い
う
考
え
か
ら
天

皇
暗
殺
が
企
て
ら
れ
た
。
幸
徳
は
爆
裂

弾
を
使
う
こ
と
に
は
反
対
の
意
見
を
持

っ
て
い
た
が
、
そ
の
製
造
に
宮
下
が
関

わ
っ
た
。
試
爆
を
会
田
川
べ
り
の
「
な

つ
な
沢
」
ま
た
は
「
継
子
落
と
し
」
に

か
け
て
の
ど
こ
か
で
行
っ
た
。
当
時
の

警
察
は
実
地
検
証
も
せ
ず
に
、
宮
下
を

東
京
に
送
っ
た
。
そ
の
た
め
に
試
爆
の

日
も
爆
裂
弾
の
製
造
工
程
す
ら
分
か
っ

て
お
ら
ず
、
社
会
主
義
者
は
不
穏
分
子

と
し
て
、
事
件
に
便
乗
し
て
調
べ
も
せ

　
　

栂
池
自
然
園
と
天
狗
原

白
馬
乗
鞍
岳
の
火
山
活
動
で
階
段

状
の
断
層
が
で
き
「
栂
池
自
然
園
」
と

「
天
狗
原
」
と
い
う
平
地
が
形
成
さ
れ
、

「
ミ
ズ
ゴ
ケ
」
や
「
ワ
タ
ス
ゲ
」
な
ど

の
植
物
が
自
生
し
た
。
そ
の
上
に
新
た

な
植
生
が
生
ま
れ
数
百
万
年
以
上
の
年

月
を
か
け
、
現
在
の
よ
う
な
湿
原
が

生
ま
れ
た
。
栂
池
自
然
園
に
は
、「
ミ

ズ
バ
シ
ョ
ウ
湿
原
」「
ワ
タ
ス
ゲ
湿
原
」

「
浮
島
湿
原
」「
展
望
湿
原
」
の
４
カ
所

の
特
徴
の
あ
る
湿
原
と
、
数
百
種
類
に

及
ぶ
高
山
植
物
や
花
々
が
咲
き
乱
れ
て

い
る
。
地
下
水
の
供
給
を
受
け
ず
、
雨

水
に
よ
っ
て
潤
さ
れ
る
「
高
層
湿
原
」

が
で
き
、
生
息
し
て
い
る
植
物
は
、
栄

養
不
足
に
耐
え

る
こ
と
が
で
き

る
。
観
光
気
分

の
中
、
体
と
頭

を
鍛
え
る
講
座

と
な
っ
た
。

ず
に
摘
発
し
た
。

当
時
の
検
察
は
26
人
を
大
逆
罪
で

起
訴
し
、
一
人
の
証
人
調
べ
も
な
く
24

人
に
死
刑
、
2
人
に
有
期
懲
役
刑
の
判

決
が
下
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
12
人
が

無
期
懲
役
に
減
刑
さ
れ
た
が
、
12
人
は

死
刑
に
処
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
国
内

で
は
報
道
管
制
で
国
民
に
は
全
く
知
ら

さ
れ
な
か
っ
た
が
、
欧
米
で
は
報
道
さ

れ
激
し
い
抗
議
行
動
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
を
契
機
に
思
想
の
統
制
が
進
み
、

や
が
て
治
安
維
持
法
が
制
定
さ
れ
戦
争

へ
突
き
進
む
こ
と
に
な
る
。
残
さ
れ
た

遺
族
は
、
逆
賊
、
国
賊
と
し
て
、
激
し

い
差
別
を
受
け
、
苦
労
さ
れ
た
。

こ
の
事
件
は
、明
科
と
全
く
無
縁
な

宮
下
が
引
き
起
こ
し
た
不
名
誉
な
事
件

と
さ
れ
、
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
戦
後
の
民
主
化
に
よ
り
、

こ
の
事
件
を
学
ぶ
機
会
も
増
え
、
現
在

は
冤
罪
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
歴
史
上

の
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

身
近
に
あ
っ
た
こ
の
事
件
か
ら
教

訓
を
学
ん

で
、
自
由
な

発
言
の
で
き

る
、
人
間
ら

し
く
生
き
て

い
く
社
会
を

つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と

感
じ
た
。

栂
池
自
然
園
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　

三
郷
公
民
館　

ふ
る
さ
と
講
座

大
逆
事
件
の
冤え

ん

罪
か
ら
人
権
を
学
ぶ

安曇野市
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展示日程
（展示場所）

美術・書道・一般作品（豊科公民館、豊科郷土博物館）
展　示：11月6日（日）～13日（日）
　　　　午前9時～午後5時
　　　　※13日（日）は午後3時まで
搬　入：11月 5日（土）午前9時～
片付け：11月13日（日）午後3時～
盆栽展（豊科公民館大ホール、ホワイエ）

11月3日（木・祝）～5日（土）

菊花展（豊科交流学習センター「きぼう」回廊中庭）
展　示：10月28日（金）～11月１日（火）
　　　　午前9時～午後5時
搬　入：10月28日（金）午前8時30分～
片付け：11月 2日（水）午前8時30分～
華道展（豊科交流学習センター「きぼう」）

展　示：10月28日（金）～30日（日）
　　　　午前9時～午後5時
　　　　※30日（日）は午後3時まで
短歌大会（豊科公民館大会議室）

開催日：11月12日（土）
俳句大会（豊科公民館大会議室）

開催日：11月20日（日）

ステージ発表
（開催場所）

芸能発表会（豊科公民館大ホール）
開催日時：11月3日（木・祝）

午前8時30分～午後5時
（各種出演者募集）

申込み期限 9月30日（金）
申込み方法 豊科公民館窓口で所定の用紙に記入
募集内容 絵画・水墨画・書道・写真・彫刻・彫塑・工芸・菊花・盆栽など

展示日程
（展示場所）

総合美術展（穂高総合体育館）
展　示：10月28日（金）～30日（日）
　　　　午前9時～午後5時　
　　　　※30日（日）は午後3時まで
搬　入：10月27日（木）午後1時～
片付け：10月30日（日）午後3時～

あづみ野菊花展（穂高神社）
展　示：10月29日（土）～11月13日（日）
　　　　午前9時～午後5時
　　　　※13日（日）は午後4時まで
搬　入：10月26日（水）
片付け：11月14日（月）
盆栽・山野草展（穂高神社）

展　示：10月28日（金）～30日（日）
　　　　午前9時～午後4時
　　　　※30日（日）は午後3時まで

ステージ発表
（開催場所）

芸能まつり（穂高公民館講堂）
カラオケ：10月28日（金）
　　　　　午前10時開演
　　一部：10月29日（土）
　　　　　午前9時30分開演
　　二部：10月30日（日）午前9時開演

申込み期限 9月15日（木）
申込み方法 穂高公民館窓口で所定の用紙に記入

募集内容 書道・絵画・写真・短歌俳句・陶芸・彫刻・彫塑・手工芸・木彫・菊花・踊り・合唱・カラオ
ケなど

穂高　 問い合わせ先：穂高公民館（482-5970　682-3990）

地域文化祭の開催 ・作品募集
日ごろの活動の成果であるご自慢の作品・一芸を文化祭で発表しませんか。
出展点数は、作品内容によって異なります。
詳しくは、各地域公民館へお問い合わせください。
また、文化祭に出展した作品は、平成 29 年 3 月開催の「安曇野市総合芸術展」への
出展候補になります。皆さんの出展をお待ちしています。

※なお、都合により時間などが変更になる場合があります。

豊科　 問い合わせ先：豊科公民館（472-2158　673-6401）　　※日程は予定
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三郷　 問い合わせ先：三郷公民館（477-2109　677-6060）

展示日程
（展示場所）

文化産業展（三郷文化公園体育館）
展　示：10月15日（土）午後1時～8時
　　　　 16日（日）午前9時～午後4時
搬　入：10月15日（土）午前9時～10時
片付け：10月16日（日）午後4時～5時
菊花展（三郷公民館ロビー）

展　示：11月１日（火）～5日（土）
　　　　午前9時～午後9時
　　　　※ 5日（土）は午後3時まで
搬　入：10月31日（月）午後1時～3時
片付け：11月 5日（土）午後4時～5時

ステージ発表

ふれあいコンサート（三郷中学校講堂）
開催日時：10月22日（土）
　　　　　午前9時～正午

芸能発表会（三郷公民館講堂）
開催日時：11月5日（土）
　　　　　午前9時～午後3時

申込み期限 9 月 12 日（月）
申込み方法 三郷公民館（三郷支所）窓口で所定の用紙に記入

募集内容
盆栽 ･ 山野草 ･ 木彫石彫 ･ 生花 ･ 絵画 ･ 彫刻・彫塑・手工芸 ･ 短歌俳句 ･ 和洋裁 ･ 写真 ･ 絵
画 ･ 書道 ･ 菊花など

堀金　 問い合わせ先：堀金公民館（472-5796　672-4900）

展示日程
（展示場所）

作品展示（堀金総合体育館）
展　示：10月28日（金）～30日（日）
　　　　午前9時～午後8時　
　　　　※30日（日）は午後4時まで
搬　入：10月26日（水）午後1時～5時
　　　　10月27日（木）午前9時～午後5時
片付け：10月30日（日）午後4時～5時

ステージ発表

開催日：10月29日（土）
場　所：堀金総合体育館サブアリーナ
まどいの広場

午前10時～11時30分
芸能祭

午後0時15分～6時

申込み期限 個人で出品される方　10 月 20 日（木） 堀金一周駅伝大会

申込み方法 堀金公民館窓口で所定の用紙に記入 開 催 日：10月30日（日）
発走場所：堀金支所正面駐車場
オープン参加：午前9時15分～
発走時間：午前9時45分～

募集内容
菊花・盆栽・書道・写真・絵画・彫刻・彫塑・
陶芸・水墨画・手芸・生花・フラワーアレン
ジメント ･ 農産物・レザークラフトなど

明科　 問い合わせ先：明科公民館（462-4605　662-5894）

展示日程
（展示場所）

作品展示（明科公民館）
展　示：11月3日（木・祝）～6日（日）
　　　　午前9時～午後5時
　　　　※6日（日）は午後3時まで
搬　入：11月2日（水）午前9時～
片付け：11月6日（日）午後3時～

ステージ発表

お楽しみサロン（明科公民館講堂）
11月5日（土）午前10時～午後3時

芸能発表会（明科公民館講堂）
11月6日（日）午前10時～午後2時

申込み期限 9月30日（金）
申込み方法 明科公民館窓口で所定の用紙に記入

募集内容
書道・水墨画・絵画・写真・彫刻・彫塑・陶芸・和洋裁・手芸・織物・
押花・押絵・生花・菊花・盆栽・短歌俳句・学習発表など
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ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
い
う
言
葉
は

気
象
用
語
で
は
な
い
が
、
最
近

よ
く
耳
に
す
る
。
豪
雨
で
被
害
に
遭
う

地
域
も
あ
れ
ば
、
水
不
足
で
深
刻
な
地

域
も
あ
る
。
毎
年
、
異
常
気
象
と
い
わ

れ
、
何
が
普
通
で
何
が
異
常
か
も
分
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
平
穏
な
地

域
で
あ
り
た
い
。（
Ｋ
・
Ｔ
）　

欅

　

豊
科
公
民
館
は
7
月
23
日
に

豊
科
農
村
女
性
学
習
会
の
皆
さ

ん
を
講
師
に
「
七
夕
ま
ん
じ
ゅ

う
と
、
か
し
わ
餅
作
り
」
を
豊

科
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
、
親
子
、

祖
母
の
5
組
12
人
が
参
加
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
い
わ
れ
や
作
り
方
の
説
明
を
聞

い
た
後
実
習
に
入
り
、
大
人
が
、
こ
つ

と
力
の
い
る
粉（
小
麦
粉
と
米
）の
こ
ね

と
練
り
を
主
に
、
子
ど
も
が
生
地
を

延
ば
し
て
あ
ん
こ
を
包
ん
だ
。
大
き
さ

や
生
地
の
厚
さ
は
ふ
ぞ
ろ
い
だ
っ
た
が
、

ふ
か
し
て
み
る

と
見
事
な
出
来

栄
え
に
大
喜
び
。

難
し
か
っ
た
こ

と
、
う
ま
く
で

き
た
こ
と
を
発

表
し
合
い
楽
し

く
試
食
し
た
。

　

堀
金
公
民
館
は

7
月
3
日
、
堀
金

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
と
共
催

で
「
み
ん
な
で
ス

ポ
ー
ツ
in
常
念
」

を
堀
金
総
合
体
育
館
と
常
念
ド
ー
ム
で

開
い
た
。
小
学
生
以
下
と
中
学
生
以
上

を
含
む
2
～
5
人
で
チ
ー
ム
を
つ
く

り
、
34
組
が
参
加
し
た
。

　

競
技
は
パ
ネ
ル
に
ボ
ー
ル
を
投
げ

て
打
ち
抜
く
「
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」。

棒
に
得
点
数
を
決
め
て
あ
る
「
わ
な
げ

9
＆
Ｑ
」。
ゴ
ー
ル
に
デ
ィ
ス
ク
を
投

げ
る
「
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
」。
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
ゴ
ー
ル
に
向
け

て
打
つ「
ピ
ロ
ポ
ロ
シ
ュ
ー
ト
」

な
ど
7
競
技
の
総
合
得
点
で
順

位
を
競
っ
た
。（
東
山
路
）

　

7
月
30
日
に
「
夕
涼
み
ジ
ャ

ズ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
穂
高
公
民

館
講
堂
で
開
催
さ
れ
、
約
１
０

０
人
が
心
地
よ
い
リ
ズ
ム
を
楽

し
ん
だ
。
演
奏
者
の
モ
ダ
ン
・
デ
ュ

ー
ク
ス
は「
ウ
ォ
ー
タ
ー
メ
ロ
ン
マ
ン
」

を
は
じ
め
、お
な
じ
み
の
ナ
ン
バ
ー
を

次
々
と
演
奏
し
、客
席
は
沸
き
立
っ
た
。

文
化
協
会
会
長
の
佐
伯
さ
ん
は
「
一
人

で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
聴
き
い
た
だ

き
た
い
」と
語
っ
た
。来
場
者
の
福
田
さ

ん
夫
妻
は
「
素

晴
ら
し
か
っ

た
。
小
さ
い
子

ど
も
た
ち
を

連
れ
て
き
た
が

自
然
に
体
が
動

き
、
楽
し
か
っ

た
」
と
、
話
し

た
。

　

地
域
と
学
校
の
人
権
教
育
推
進
協
議

会
は
「
三
郷
地
域
学
社
連
携
協
働
人
権

教
育
講
演
会
」
を
8
月
5
日
、
三
郷
公

民
館
で
開
い
た
。
働
く
人
の
法
律
が
専

門
の
松
本
大
学
の
上
野
隆
幸
教
授
の

「
働
く
人
の
人
権
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
」
と
題
し
た
講
演
に
、
地
域
や

小
・
中
学
校
の
関
係
者
71
人
が
出
席
し

た
。

　
「
働
く
人
の
人
権
に
関
わ
る
法
律
や

地
域
づ
く
り
、
豊
か
な
人
生
」
に
つ
い

て
学
び
「
働
く
こ
と
と
生
き
が
い
、
趣

味
」
な
ど
、
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
を
提
起
し
た
い
と
呼
び
か
け
た
。

（
東
山
路
）

　

8
月
2
日
、
市
内
の
小
学
生

25
人
が
、
明
科
公
民
館
企
画
の

「
長
峰
山
た
ん
け
ん
」
に
参
加
し
た
。

　

午
前
中
は
、
デ
ー
ラ
ボ
ッ
チ
金
玉
池

か
ら
入
る
林
道
（
普
段
は
通
行
止
め
）

を
約
１
㌔
入
っ
た
地
点
で
化
石
の
採
集

を
行
っ
た
。

　

堀
金
小
学
校
2
年
の
折お

り
い井
翔し

ょ
う
し
ん信
君

は
、
魚
の
う
ろ
こ
を
採
集
。「
初
め
て

の
こ
と
で
、
う
れ
し
い
」
と
に
っ
こ

り
。
穂
高
北
小
学
校
3
年
の
小こ

ば
や
し林
匠し

ょ
う
き樹

君
は
、
大
き
な
文
鎮
大
の
石
を
半
分
に

割
る
と
、
割
れ
た
両
面
に
葉
脈
が
は
っ

き
り
と
し
た
葉
の
跡
と
し
て
浮
き
出
て

い
て
大
喜
び
。「
す
ご
い
も
の
を
見
つ

け
ち
ゃ
っ
た
」
と
興
奮
気
味
。

　

午
後
は
、
頂
上
で
安
曇
平
を
一
望
し

な
が
ら
盆
地
の
成
り
立
ち
を
学
び
、
昆

虫
採
集
に
熱
中
。
珍
し
い
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
や
キ
ア
ゲ
ハ
に
も
出
会
う
こ
と
が
で

き
た
。

花：エノコログサ
絵：加々美　豊

夕
涼
み
コ
ン
サ
ー
ト

み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
in
常
念

親
子
ふ
れ
あ
い
講
座

ふ
る
さ
と
た
ん
け
ん
隊
「
長
峰
山
た
ん
け
ん
」

人
権
教
育
講
演
会
開
く

葉脈の化石

上野隆幸教授


